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１．目的と概要 

このプロジェクト事業は、平成 28 年の熊本地震と令和 2 年 7 月の豪雨についての被

害と復興の様子や災害から得た教訓を知ってもらい、災害を風化させず未来の災害に活

かすこと、香川県民の防災意識向上を目的にした活用です。今年度は防災ハンドブック

を製作し、学祭や地域のイベントに参加して防災啓発活動を行いました。 

 

 

２．実施期間（実施日） 

令和４年 7月 1日から 令和 5年 1月 20日まで 

 

 

３．成果の内容及びその分析・評価等 

このプロジェクト事業は、香川大学防災士クラブの中で、熊本大学工学部公認サーク

ル「熊助組」と協力して行うプロジェクトとして活動しました。今年度の活動では、昨

年度までの活動内容を広めること、また、新たに防災ハンドブック製作し防災啓発活動

を行うことで、目的を達成しようと試みました。 

作成した防災ハンドブックは、熊本地震の教訓を参考にしています。子ども向けのイ

ベントに参加するため、子どもが防災について学ぶことができるよう、書き込み式を取

り入れました。ワークシートのようになっており、防災について学べる設問を用いたり、

自分の身に置き換えて考える項目を用いたりすることで、一人ひとり違ったオリジナル

の防災ハンドブックができるようになっています。また表紙をオシャレなデザインにす

ることで、親しみやすさを持たせています。（図１、図２） 

冊子を用いたイベントでは、フリガナ＋補助イラスト５枚で未就学児に対応すること

で、子どもから親まで、一緒に防災について考えながら、オリジナルの防災ハンドブッ

クを作っていただくことができました。イベント参加後のアンケート調査では、回答者

の 100%の方に、イベントについて「楽しかった」「防災意識を高めることができた」と

答えていただけました。（図３、図４） 

このプロジェクト事業により、地域の方に熊本地震の校訓を伝え、防災意識を高める

ことができた点は良かったと考えます。しかし、学祭では、地域の方の参加はあったも



 

のの、学生の参加が乏しかったので、学生が参加してくれる工夫が必要だと感じました。 

 

 
図１ 防災ハンドブックの一部 

 

図２ 防災ハンドブックの一部 



 

 
図３ アンケート結果 

 

図４ アンケート結果 

 

 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

このプロジェクト事業を実施したことにより、サンメッセ香川で行われた防災イベント

（ママ∞フェスタ）では約 70組の方に防災ハンドブックを使用していただき、「防災に対

する関心が高まった」というお声を頂くことができるなど地域の方の防災意識向上に携わ

れたと考えています。また地域の親子だけでなく、地域の企業の方とも交流でき、今後の活

動が広げられることができるきっかけにもなりました。（図５） 



 

 

図５ 活動の様子 

 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 

この活動を通して、学生自身もより防災について学ぶことができました。伝えるため

により多くの知識や工夫が必要になり、まず自身が災害について学んだだけでなく、活

動を通して様々な価値観を知ることができました。 

また、防災に関することだけでなく、スケジュール管理やチームワーク力など、活動

を進めるにあたって重要な力も身に着けることができ、有意義な活動になりました。 

 

 

６．反省点・今後の展望（計画）・感想等 

今回の活動の反省点は 2点あります。 

1 点目は、学内での防災啓発活動が上手くいかなかった点です。まず防災ブースにき

ていただけず、多くの学生に伝えることが出来ませんでした。防災ブースが堅苦しい雰

囲気になってしまったことが原因だと考えています。来年度からは、「防災＝堅苦しい」

というイメージ払拭のために、参加型の遊びなどを用いるなどして、「楽しそう」とい

うイメージをもってもらえるように活動したいです。 

2 点目は、参加予定のイベントに選考で落ちてしまい、参加できなかったことです。

選考突破するための、香川大学らしさが足りなかったと考えています。次回挑戦すると

きは、香川大学のオリジナルさをどう表現するのか、よりチームで話し合って準備した

いと思います。 

今後の展望としては、コロナ渦により、３年ほど熊本大学と現地での交流ができてい

なかったので、来年度は現地での交流を行いたいです。また、今年度までの活動も、パ

ワーアップしながら引き続き行いたいと思います。 

 



 

７．実施メンバー 

  代表者 石坂 茉央（創造工学部３年） 

  構成員 藤原 渉生（創造工学部３年）   脇 あいか（創造工学部３年） 

      仲間 聖真（創造工学部３年）   土岐 祥太郎（創造工学部２年） 

      中村 梨聖（創造工学部２年）   長与 浩大（創造工学部２年） 

 

 

８．執行経費内訳書 

配 分 予 算 額 １５８，８５４円 

執行経費（品目等） 数量 単価(円) 金額(円) 備 考 

コピー用紙(B4) 

イベントに参加費 

２ 

１ 

 

 

１，５６０ 

４４，２２０ 

 

 

合   計   ４５，７８０  

 


